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橋
を
見
に
行
こ
う

橋
を
見
に
行
こ
う

平野 暉雄氏の写真で綴る

鉄の橋

P h o t o  E s s a y

◉ 平野 暉雄（ひらの・てるお）
橋の景観設計家・写真家。1943年京都府生まれ。
68年立命館大学理工学部土木工学科卒業。77年

（株）景観技術センター設立。土木学会フェロー会員、
日本写真協会会員。作品集に『橋を見に行こう 伝
えたい日本の橋』（自由国民社）、『橋を楽しむ（歴史
で辿る日本の橋・中国古代橋梁・韓国伝統橋）』（日
本写真企画）2014年2月下旬発売予定など。

八
幡
橋 （
東
京
）

旧
弾
正
橋
。
1
8
7
8（
明
治
11
）年
に
初
め
て
国
産
の
鉄

で
つ
く
ら
れ
た
橋
で
、
ア
ー
チ
材
は
鋳
鉄
製
、
引
張
材
は

錬
鉄
製
と
い
う
鋳
錬
混
合
の
独
特
な
構
造
を
持
つ
。
文
明

開
化
の
シ
ン
ボ
ル
的
な
存
在
だ
っ
た
が
、
関
東
大
震
災
後

の
区
画
整
理
で
1
9
2
9（
昭
和
4
）年
深
川
に
移
設
。
今

も
人
道
橋
と
し
て
使
わ
れ
、
明
治
初
期
の
風
格
を
伝
え
る
。

国
の
重
要
文
化
財
。

1
0
0
年
近
く
の
歳
月
を
経
て
、
今
な
お
現
役
で
活
躍
し
て
い
る

鉄
の
橋
は
、
全
国
各
地
に
た
く
さ
ん
あ
り
ま
す
。

交
通
の
要
所
と
い
う
機
能
を
超
え
、
街
や
自
然
の
ラ
ン
ド
マ
ー
ク
と
し
て

日
本
の
風
景
に
溶
け
込
み
、
私
た
ち
の
心
に
安
ら
ぎ
を
与
え
て
く
れ
ま
す
。
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白
川
の
鉄
桁
橋 （
京
都
）

知
恩
院
周
辺
を
流
れ
る
白
川
に
、
人
が

一
人
や
っ
と
通
れ
る
ほ
ど
の
名
も
な
き

橋
が
架
か
っ
て
い
る
。
ス
レ
ン
ダ
ー
で

シ
ン
プ
ル
な
構
造
が
、
鉄
の
力
強
さ
を

感
じ
さ
せ
る
。
渡
り
始
め
は
恐
る
恐
る

前
か
が
み
、
渡
り
終
わ
る
と
笑
顔
が
あ

ふ
れ
る
心
な
ご
む
市
井
の
橋
だ
。

南
河
内
橋 （
福
岡
）

八
幡
製
鉄
所
の
工
業
用
水
を
確
保
す
る
た
め
１
９
２
７（
昭
和
2
）

年
に
建
設
さ
れ
た
貯
水
池
を
横
断
す
る
橋
。
レ
ン
テ
ィ
キ
ュ
ラ
ー
・

ト
ラ
ス（Lenticular T

russ

）と
い
う
珍
し
い
構
造
形
式
を

主
構
造
に
持
つ
。
そ
の
外
見
か
ら
通
称「
め
が
ね
橋
」と
し
て

地
域
住
民
に
親
し
ま
れ
て
い
る
。
国
の
重
要
文
化
財
。

清
洲
橋 （
東
京
）

関
東
大
震
災
復
興
の
シ
ン
ボ
ル
と
し
て
1
9
2
8（
昭
和
3
）

年
、
隅
田
川
に
架
け
ら
れ
た
。
女
性
的
な
美
し
い
シ
ル
エ
ッ
ト

に
反
し
て
、
近
く
で
見
る
と
が
っ
ち
り
と
し
た
骨
太
な
構
造
。

鉄
の
し
な
や
か
さ
と
強
さ
を
兼
ね
備
え
た
優
美
な
吊
橋
だ
。

国
の
重
要
文
化
財
。

渡
月
橋 （
京
都
）

風
光
明
媚
な
嵐
山
に
架
か
る
橋
。
1
9
3
4（
昭
和
9
）年
、
車
社
会
に
対
応
す

る
た
め
鉄
桁
橋
に
生
ま
れ
変
わ
っ
た
が
、
京
の
風
情
に
溶
け
込
む
よ
う
に
桁
高

を
低
く
し
、
側
面
に
は
木
の
桁
隠
し
を
施
し
て
、
い
に
し
え
の
木
橋
の
趣
を
残

し
て
い
る
。
2
0
1
3
年
9
月
の
台
風
18
号
で
桂
川
は
氾
濫
し
た
が
、
橋
は

流
さ
れ
る
こ
と
な
く
無
事
だ
っ
た
。
先
人
の
知
恵
と
現
代
の
技
術
が
橋
を
護
っ
た
。

一
ノ
戸
川
橋
梁 （
福
島
）

1
9
1
0（
明
治
43
）年
完
成
当
時
は

東
洋
一
の
規
模
を
誇
る
鉄
橋
と
し
て
広

く
知
ら
れ
た
。
明
治
の
風
情
を
伝
え
る

形
状
が
魅
力
で
、
現
在
S
L
走
行
時

に
は
多
く
の「
撮
り
鉄
」が
こ
こ
喜
多
方

に
集
ま
り
、鉄
道
フ
ァ
ン
の
聖
地
と
な
っ

て
い
る
。
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